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◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

事務事業名 学校施設耐震化推進事業
担当
部署

教育委員会　教育総務課

平成28年度事務事業評価シート（27年度実績）

総合計画体系 根拠法令
計画など

学校教育法第5条、地方自治法第180条の8、地方教育
行政の組織及び運営に関する法律第23条1項7号、建築
物の耐震改修の促進に関する法律基本政策(大項目) 2 ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり

政策(中項目) 3 たくましく生きる力を育むまち　なると

事業
期間

開
始

20 年度
　　　(小項目) 教育行政

施策 1 教育行政の充実 終
期基本事業 7

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか 小中学校校舎・体育館、および幼稚園園舎

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

市立幼稚園、小・中学校施設の耐震化を適切に推進する。

安全で安心な教育環境の整備充実

事業
計画

27年度に何を計画し
ていたか

○第一中学校については、引き続き、改築工事を行う。
　（第１期工事及び第２期の解体工事）
○鳴門東小学校体育館の改築工事を行う。
○瀬戸小学校体育館の非構造部材耐震補強工事を行う。
○大麻中学校体育館及び格技場の非構造部材耐震補強設計及び工事を行う。
○幼稚園舎５園の、耐震補強工事を行う。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 単位

年度末における耐震化率［事業対象施
設のうち耐震性が確保された棟数］

90.1
［127］

95.1
[134]

96.5
[136]

99.3
[139]

99.3
[140]

％
［棟］

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

27年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

○第一中学校の第１期工事が完了。ただし、工事中に発生した事故により工期が延伸し、その
後に予定していた第２期解体工事が遅れることとなった。
○鳴門東小学校体育館の改築工事に着手。
　（平成２８年度に繰越。平成２９年２月に完了予定。）
○瀬戸小学校体育館の非構造部材耐震補強工事が完了。
○大麻中学校体育館及び格技場の非構造部材耐震補強工事が完了。
○幼稚園舎５園の耐震補強工事に着手。４園については完了。
　（１園については、平成２８年度に繰越。平成２８年８月に完了予定。）

事業実施手法

指標名 26年度実績 27年度実績 28年度目標 29年度目標 30年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1
耐震性ありと診断された棟および前年
度までに耐震化が完了した棟数

122 127 134 136 139 棟

－
％
［棟］

2 年度中に耐震化が完了した棟数 5 7 2 3

－ －

1 棟

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

年度末における耐震化率［事業対象施設
のうち耐震性が確保された棟数］

90.1
[127]

95.0
[134]

－ －

％

今年度の進捗状況 未達成 事業全体の進捗状況 ほぼ計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 99.9% －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 332,771 686 1,168,800

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成27年度

当初予算額 311,783 6,500 1,114,700 0 333,463 1,766,446

全体予算額 424,513 6,500 1,346,900 0 171,796 1,949,709

0 138,383 1,640,640

繰越額 89,064 201 181,500 0 25,036 295,801

人件費
正規職員(6,859千円/人) 臨時職員(2,071千円/人) 総人件費 総事業費

3.0 0.0 20,577 1,661,217

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他
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◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

　（千円）
【事務事業名：学校施設耐震化推進事業】

事業費推移

年　　度 26年度決算 27年度決算 28年度 29年度 30年度

事業費 622,511 1,640,640 785,583 - -

うち一般財源 3,385 138,383 159,142 - -

人件費 20,634 20,577 13,718 - -

総事業費 643,145 1,661,217 785,583 - -

A:効率的だった 緊急性の高い事業を優先して実施した。

評価 B:概ね目標を達成できた

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 A:有効性があった
学校施設の耐震化については、園児、児童、生徒の
安全を守るため、必須の事業である。

効率性

②成果に対
する評価

指標名 年度末における耐震化率［事業対象施設のうち耐震性
が確保された棟数］

工事中の事故により、一部、遅れが生じたものの、
ほぼ計画通りの成果を上げることができた。

目標 95.1 [134] ％　　［棟］

実績 95.0 [134] ％　　［棟］

3.現状維持 4.拡充 3

③総合的な評価 A 事業の推進により、園児、児童、生徒の安全な教育
環境の整備を進めることができた。

課題

○平成２４年度以前に耐震化を行った施設や、構造体の耐震化の必要がなかった施設については、窓
ガラス等の非構造部材の対策が未実施となっており、児童生徒の安全性を考慮し、文部科学省からも
速やかに対策を行うるよう通知がなされていることから、計画的に対応を進める必要がある。

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

平成28年度

○第一中学校改築工事を引き続き実施する。
○鳴門東小学校屋内運動場改築工事が完了予定。
○黒崎幼稚園の耐震改修工事が完了予定。
○堀江北幼稚園の耐震補強設計及び成稔幼稚園の改築設計を実施する。
○小中学校校舎及び中学校格技場の非構造部材耐震補強設計を実施する。
○幼稚園園舎の非構造部材の点検及び調査を実施する。

平成29年度

○第一中学校改築工事を引き続き実施する。
○堀江北幼稚園の耐震補強工事及び成稔幼稚園の改築工事を実施する。
○小中学校校舎及び中学校格技場の非構造部材耐震補強工事を実施する。
○幼稚園園舎の非構造部材耐震補強設計を実施する。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善


